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あるところに、船でハワイにいこうとしていた、たかしと船長
のよしこがいました。しかし、船がゆれはじめて、しずんでし
ましました。
気づくと、しらない島にいました。



そこで、3人は、きょうりょくしてイカダを作ることにしました。
みんなやるきがすごいありました。すると、すぐにイカダはか
んせいしました。イカダに乗ると、ブゥはまちがえて、2 人を
おとしてしまいました。「しまった！」けれど 2 人はりくにも
どれていたので、ブゥはイカダにのって、そのまま魚をとりに
いきました。けれどブゥがわざとおとしたと思っている 2 人は
「ブゥはうらぎりものだー！」と思いこんでしまいました。



ブゥがもどってくると、２人はブゥを問いつめた！
「このうらぎりもの！」「ごめん。じつは 2 人にわたしたいもの
があるんだ」そういうと、ブゥはたくさんの魚とふしぎな薬を
みせました。
「わあ！」2人はびっくりし、ブゥにあやまりました。



そして、ふしぎな薬を 3人で飲んで、目をとじ、「家に帰りたい」
と思うと、家の前にいました。「わあ！」と 3 人はびっくりし
ました。そして、家でハワイに行くじゅんびをし、ふたたびハ
ワイに向かいました。


